


11 月

※10月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　□℡093（562）2655　□時公演によって異なります

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成26年度中に大規模な改修工事の為、休館致します。（工事期間： 平成26年12月1日から平成27年1月31日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEＬ093（562）8436〉

北九州芸術劇場 「西小倉駅」徒歩3分　 「室町・リバーウォーク」徒歩1分　□休年末年始
小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第23回小倉北区中学校連合音楽会 7㈮ 13:00 無　料 菊陵中学校
093(521)0623

小倉南区文化祭バレエフェスティバル
第1部　バヤデルカ第3章より//”なんて素晴らしい土曜の午後”　岡山バレエ
第2部　パキータ//小品集　神﨑バレエ

9㈰ 14:00 ￥2000 小倉南区バレエ協会
093(962)0603

カンパニー・フィリップ・ジャンティ「忘れな草」
パリ発、愛と幻想の夢旅行。観客を欺く鮮やかなトリックで広がる不思議な世界 16㈰ 13:00

　一般 ￥6000
ユース ￥3500 高校生 ￥1500 北九州芸術劇場

093(562)2655
※対象：小学生以上

北九州シティオペラ平成26年度公演
Ｇ．プッチーニ作曲オペラ「蝶々夫人」
全３幕字幕付原語公演

22㈯ 15:00 Ｓ指定 ￥12000
Ａ指定 ￥10000　Ｂ指定 ￥8000

学生指定（小～大学生） ￥2500
NPO法人北九州シティオペラ事務局
093(571)0099【今井/杉山】23㈰ 15:00

※対象：小学生以上　※当日￥500増

九州歯科大学 Swing Jazz Orchestra Blue Notes
第59回定期演奏会 29㈯ 18:00 無　料 090(3789)8479【阿部】

中
劇
場

北九州少年合唱隊　第28回定期演奏会 2㈰ 15:00 ￥1000 北九州少年合唱隊
093(472)3276【髙山】

春風亭小朝　独演会
小朝の話芸を堪能する独演会 3㈪㈷ 13:00/16:00 ￥4000 ㈱シアターネットプロジェクト

092(739)2318※対象：小学生以上　※当日￥500増

第22回ふくおか県民文化祭参加
松本清張・原作「わるいやつら」

8㈯ 18:30 　　　  一般 ￥3000
学生（大学生以下） ￥2000 劇団青春座

093(922)4995【井生】9㈰ 13:30 ※対象：小学生以上
※親子室あり（無料･２組・要予約）

北九州市民劇場11月例会
文学座　「女の一生」

10㈪ 18:30

会　費 北九州市民劇場
093(541)0075

11㈫～13㈭ 13:30
14㈮ 13:30/18:30
15㈯～16㈰ 13:30
17㈪ 12:00 ※市民劇場会員でない方はお問合せください

上野香織1st Album発売記念　Jazz Concert 21㈮ 19:00
　　　  一般 ￥3000
学生（22歳以下） ￥2000 上野香織ジャズコンサート実行委員会事務局

080(3907)1202
※当日￥500増

ウルトラマン創世紀展　ーウルトラＱ誕生からウルトラマン80へー　関連イベント
《スペシャル対談＆サイン会》
隊員が語る「ウルトラマン」撮影秘話

22㈯ 14:00～
15:30

無　料 北九州市立美術館分館
093（562）3215

※展覧会図録購入の方対象でサイン会開催、先着100名（当日13:00より整理券配布）

二兎社「鷗外の怪談」
陸軍軍医と小説家、2つの頭脳を生きた男“森鷗外”の人間像に迫る 24㈪（振） 19:00 一般 ￥4000　高校生 ￥1500 北九州芸術劇場

093(562)2655※対象：小学生以上

小
劇
場

劇団太陽族「それからの遠い国」
漠然とした不安や増幅する怒り、社会から零れ落ちる人々をリアルに紡ぐ

2㈰ 14:00 一般 ￥3000　高校生 ￥1000 北九州芸術劇場
093(562)2655※対象：小学生以上

※当日￥500増3㈪㈷ 14:00

飛ぶ劇場vol.36「豚の骨」
ラーメンの小さな器を通して、人間の「人生」や「命」を改めて見つめ直す

13㈭ 19:00 　　　  一般 ￥2800
学生(大学生以下) ￥2000
   　　高校生 ￥1000

飛ぶ劇場制作事務所
093(372)0299

14㈮ 14:00/19:00
15㈯ 14:00/19:00

※対象：小学生以上
※当日￥200増16㈰ 14:00

Doosan Art Center+東京デスロック+第12言語演劇スタジオ
「カルメギ」
チェーホフの代表作「かもめ」の舞台を、日韓併合時代の朝鮮へと移した作品

22㈯ 18:00 　　　  一般 ￥3000
学生・シニア(65歳以上) ￥2500
  高校生以下 ￥1000

北九州芸術劇場
093(562)265523㈰ 13:00

※対象：小学生以上　※当日￥500増

ピアノ発表会 24㈪（振） 13:30 無　料 大木ピアノ教室
093(581)1546

森川澄子シャンソンコンサート～ヴァカンスの小鳥～ 25㈫ 18:30 ￥3500 090(4570)5792【森川】

音楽発表会 26㈬ 13:30 無　料 専門学校麻生医療福祉&専門カレッジ
093(882)0018

南河内万歳一座「ジャングル」
現代社会をジャングルに見立て、さまよう人間の姿を面白おかしく描いた作品

29㈯
14:00 　　　  一般 ￥3000

学生・シニア(65歳以上) ￥2800
青春18歳差切符(劇団のみ取扱) ￥5500
   　　高校生 ￥1000

北九州芸術劇場
093(562)2655

18:00

30㈰ 14:00
※対象：小学生以上　※当日￥500増

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第3回フォトレタッチスクール写真展　写真 5㈬～11㈫ 無　料 フォトレタッチスクール
090(5730)5706

平成26年度　特別支援学校・特別支援学級合同作品展
絵画、書道、陶芸、工芸、手芸、写真、彫刻

13㈭～18㈫
※最終日15：30まで 無　料 北九州市教育委員会

093(582)2367

表装スタジオ一甫作品展　その他(掛け軸・屏風) 19㈬～25㈫ 無　料 表装スタジオ一甫
093(671)6527

小倉北書道部会・会員・会友展　書道 11/26㈬～12/2㈫ 無　料 小倉北書道部会
093(522)6879

北九州芸術劇場

市民ギャラリー
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　□℡093（562）2520
□時10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　□休年末年始

小倉
北
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11 月

※10月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 2㈰ 11:00 無　料 関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ）
093(331)670013:00

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） 「門司港駅」徒歩5分　□休年５回
□所門司区西海岸1-3-3　□℡093（331）6700　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

芭蕉と元禄の美術
芭蕉の真跡約26件と、元禄時代の絵画・工芸作品を展示。　　　　　　　　　　障

11/7㈮～
H27.1/12㈪㈷

　　 一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093(332)0251
※中学生以下無料(保護者同伴)

出光美術館（門司） 「門司港駅」徒歩８分　 「門司IC」約10分　□休月曜日、展示替期間、年末年始
□所門司区東港町2-3　□℡093（332）0251　□時10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

門司

旧門司税関 「門司港駅」徒歩３分　□休なし　
□所門司区東港町1-24　□℡093（321）6111　□時9:00～17:00

門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

２
階

門司港シーグラスアート展 20㈭～25㈫
※最終日は12:00まで 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション
093(321)4151

美術展　門司の画家たち展 11/27㈭～12/3㈬ 無　料

１
階

第３回北九州・高校生絵画展 9㈰～15㈯
※最終日は15:00まで 無　料

門司区文化祭　写真公募展 16㈰～20㈭
※最終日は16:00まで 無　料

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障 1㈯ 14:30 門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300　小人 ￥150

門司港レトロ総合インフォメーション
093(321)4151

門司港レトロ展望室 「門司港駅」徒歩5分　□休年４回
□所門司区東港町1-32　□℡093（331）3103　□時10：00～22：00（カフェは20：30まで）入館は閉館30分前まで門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

平成26年度　門司区文化祭　三曲発表会　琴・三絃・尺八による邦楽演奏 2㈰ 12:00 無　料 門司文化団体連合会
093（481）6528【中西】

平成26年度　門司区文化祭　吟詠剣詩舞大会　６団体による吟詠剣詩舞 3㈪㈷ 9:30 無　料 門司文化団体連合会
093（321）8196【阿部】

平成26年度　門司区文化祭　区民音楽祭　合唱・独唱・ギターなど 8㈯ 14:00 無　料 門司文化団体連合会
093（331）2399【縄田】

門司市民会館 「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　□休年末年始
□所門司区老松町3-2　□℡093（321）2907　□時9:00～22:00

門司

北九州市立響ホール 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始・隔月1回（不定休）　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

12年間･24回リサイタルシリーズ　2006～2017
小山実稚恵「音の旅」　第18回～粋な短編小説のように～
小山実稚恵　ショパン：バラード　第1番　ト短調　作品23　他

2㈰ 14:00
S席 ￥4000　A席 ￥3000
　  S席ペア(2枚1組) ￥7000 音風の会(おんぷのかい)

080(3972)3789【大山】※対象：小学生以上
※当日各￥500増　※全席指定

新日鐵住金マンドリン合奏団　第72回定期演奏会
バレエ組曲『コッペリア』　イギリス音楽特集　山河緑照　他 3㈪㈷ 14:00 ￥500 新日鐵住金マンドリン合奏団

093(246)0133【敷田】※全席自由

2014北九州国際音楽祭
小菅　優　(こすげ　ゆう)　[ピアノ]
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ「告別」　ショパン：24の前奏曲集　他

9㈰ 15:00

　　  指定席 ￥4000
  一般自由席 ￥3500
 U-25自由席 ￥2000
ペア(自由席･前売のみ) ￥6000

北九州国際音楽祭
実行委員会事務局
093(663)6567

※対象：小学生以上　※当日各￥500増
※通し券(自由席･前売のみ11/9,11/15,11/16のコンサート綴り)￥7000

第41回　八幡東区小学校連合音楽会
八幡東区内の各小学校の代表学年による演奏･合唱等をします。 12㈬

午前の部
9:40 無　料 北九州市小学校文化連盟　皿倉小学校

093(671)1947【保科】午後の部
13:30

2014北九州国際音楽祭
東京楽所　(とうきょうがくそ)　[雅楽]　～解説付～
第一部　管絃：越天楽　他　第二部　舞楽：万歳楽(左舞)　他

15㈯ 15:00

　　  指定席 ￥4000
  一般自由席 ￥3500
 U-25自由席 ￥2000
ペア(自由席･前売のみ) ￥6000

北九州国際音楽祭
実行委員会事務局
093(663)6567

※対象：小学生以上　※当日各￥500増
※通し券(自由席･前売のみ11/9,11/15,11/16のコンサート綴り)￥7000

2014北九州国際音楽祭
スーパー・ギタートリオ　荘村清志、鈴木大介、朴 葵姫
タレガ：アルハンブラの思い出〈朴〉　プホール：タンゴンド〈3人〉　他

16㈰ 15:00

　　  指定席 ￥4000
  一般自由席 ￥3500
 U-25自由席 ￥2000
ペア(自由席･前売のみ) ￥6000

北九州国際音楽祭
実行委員会事務局
093(663)6567

※対象：小学生以上　※当日各￥500増
※通し券(自由席･前売のみ11/9,11/15,11/16のコンサート綴り)￥7000

ピアノ発表会 24㈪（振） 13:00 無　料 コスモスの会
093(741)6750【古賀】※全席自由

シンフォニー合唱団　オータム･ガラコンサート
豊嶋泰嗣［ヴァイオリン］　藤田　雅［ピアノ］ 30㈰ 14:30 ￥3000 シンフォニー合唱団

0120(012)788【前田】※対象：小学生以上　※全席自由

指定席売切れ

※U-25 学生問わず25歳以下、要証明

指定席売切れ
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11 月

※10月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

北九州国際会議場 「小倉駅」徒歩10分　 「浅野2丁目」徒歩1分　□休年末年始
□所小倉北区浅野3-9-30　□℡093(541)5931　□時9:00～22:00（変動あり）小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
メ
イ
ン

ホ
ー
ル

平成26年西日本新聞　福岡県金婚夫婦表彰式
式典、記念撮影等あり 3㈪㈷ 13:00 無　料 ㈱西日本新聞社

092(711)5620

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

The 40th Anniversary
「わたせせいぞうの世界展～ハートカクテルからアンを抱きしめて～」
北九州出身の漫画家・わたせせいぞうの世界を、豊富な作品原画等で紹介。　　  障

10/10㈮～11/3㈪㈷
一般 ￥500

中高生 ￥300　小学生 ￥150
小学生未満無料

北九州市漫画ミュージアム
093(512)5077

※セット券　一般￥800　中高生￥400　小学生￥200　小学生未満無料

宇宙兄弟展
「宇宙兄弟」の大規模作品展。迫力の原画を貴重な資料とともに公開。　　　　　 障 11/15㈯～1/25㈰

一般 ￥800
中高生 ￥400　小学生 ￥200

小学生未満無料

北九州市漫画ミュージアム
093(512)5077

※セット券　一般￥1000　中高生￥500　小学生￥250　小学生未満無料

宇宙兄弟展 開催記念スペシャルトークイベント
松本零士名誉館長や有人宇宙プロジェクトの専門家を迎えたトークイベント 16㈰ 14：00～

16：00
無　料(企画展入場料が必要) 北九州市漫画ミュージアム

093(512)5077※要事前申込

BD作家ペネロープ・バジューを囲んで
フランスのバンド・デシネ作家ペネロープ・バジュー氏を迎えて、トークイベントを開催 19㈬ 18：30～

20：00
無　料(常設展入場料が必要) 北九州市漫画ミュージアム

093(512)5077※要事前申込

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 「小倉駅」徒歩2分　□休火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□所小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　□℡093（512）5077　□時11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

フォークビレッジ20周年記念ライブ
遠藤賢司、山田パンダ、加川良、猫、中村貴之（ＮＳＰ） 1(土) 17:00 一般 ￥4000 フォークビレッジ

093(511)2115

エレクトーンステージアンサンブル大会 16(日) 15:00 無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）4342

ピアノジョイントコンサート
末永龍一、首藤あずみ、三重野彩香 28(金) 19:00

　　 一般 ￥2000
大学生以下 ￥500 末永　龍一

090（4474）6696
※当日各￥500増

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　□休所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　□Ｐ有料
□所小倉北区大手町11-4　□℡093（583）3939　□時9:30～21:30　 「西小倉駅」徒歩15分小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

棟方志功　安川電機カレンダーにみる九州の姿
棟方志功の九州の版画から、版画家の描きとったふるさとの姿をみます。　 障

10/4㈯～
11/30㈰ 9:00 一般 ￥300

中高生 ￥150　小学生 ￥100
北九州市立小倉城庭園
093（582）2747書

院
棟

小笠原流七五三　袴着の祝い・帯直しの祝い
一般公募で選ばれたお子様4名が、小笠原流の七五三を体験します。 9㈰

袴着の祝い
13:00 一般 ￥300

中高生 ￥150　小学生 ￥100帯直しの祝い
14:00

北九州市小倉城庭園 □所小倉北区城内1-2　□℡093（582）2747　□時9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　□休なし

小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

平成26年度　門司区文化祭　日本舞踊大会　日本の古典舞踊等 16㈰ 12:30 ￥1000 門司文化団体連合会
093（391）1644【花柳】

平成26年度　門司区文化祭　邦舞邦楽大会
泉・真寿美会・藤扇・若生　4流派5社中による古典・新舞踊など邦舞の競演 23㈰ 12:00 無　料 門司文化団体連合会

093（321）8713【藤扇】

港町音楽祭　音楽とパフォーマンス 9㈰ 13:00 ￥500 港町音楽祭実行委員会
093（321）1007【塚本】

門司市民会館 「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　□休年末年始
□所門司区老松町3-2　□℡093（321）2907　□時9:00～22:00

門司

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
□休年末年始・毎月1回（不定休）　□Ｐ 80台（有料）

□所小倉北区大手町12-3　□℡093（592）5405　□時公演によって異なります小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州市立高等学校吹奏楽部 第40回定期演奏会
40th one sound one heart 1㈯ 18:00

全席自由 ￥500
小学生以下無料

北九州市立高等学校
093(881)5440※当日￥100増

秋川雅史コンサートツアー　～一声入魂～ 2㈰ 14:00 全席指定 ￥5500 北九州ソレイユホール
093(592)5405※対象：小学生以上

金剛山歌劇団創立40周年記念北九州公演≪ひとつの山河≫ 6㈭
14:00 大人 ￥3000　小人 ￥1500 金剛山歌劇団北九州公演実行委員会

093(521)707418:30 ※当日各￥500増　※全席自由

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：美容家　IKKO氏 8㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学
093(522)5008

創立45周年記念　北九州聖楽研究会定期演奏会
J.S.バッハ ヨハネ受難曲 BWV２４５　（全曲） 16㈰ 15:00 指定席 ￥4000　自由席 ￥3000

自由席（学生） ￥1000
北九州聖楽研究会

093(541)1615【モリタ】
同窓会コンサート
60～70年代ヒットパレード　～あの日に帰る歌がある～ 24㈪（振） 14:00 SS席 ￥6458 夢グループ

0570(666)11418:00

FBS福岡放送開局45周年記念　里見八犬伝 28㈮ 18:30 S席 ￥9500
A席 ￥7500

㈱M.I.O
096(288)6696

原田直之と舞踊団「若竹」
日本のこころを唄う 29㈯ 15:00 A席 ￥4500

B席 ￥4000
MIN-ON北九州
093(884)1833

ジーザス・クライスト=スーパースター〔エルサレム・バージョン〕
キリスト最後の7日間を描く、劇団四季ミュージカルの原点 30㈰ 18:30 S席 ￥8000

A席 ￥6000　B席 ￥3000
劇団四季 全国公演本部
0120(660)442

13 かるかる  2014.November



11 月

※10月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

小倉織復元30周年　築城則子－縞の今－
小倉織の伝統を継承しつつ新たな可能性を探り続ける築城則子の個展　　　　　障 9/27㈯～11/3㈪㈷ 一般 ￥1000

高大生 ￥600　小中生 ￥400 北九州市立美術館分館
093（562）3215ウルトラマン創世紀展　ーウルトラＱ誕生からウルトラマン80へー

ウルトラＱからウルトラマン80まで、シリーズの魅力と芸術性に迫る。　　　 　障 11/22㈯～1/12㈪㈷ 一般 ￥1000
高大生 ￥600　小中生 ￥400

北九州市立美術館分館 「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　□休年末年始　□Ｐ有料
□所小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　□℡093（562）3215　□時10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）小倉

北

北九州市立文学館 「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 「北九州市役所前」徒歩2分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉北区城内4-1　□℡093(571)1505　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

第18回特別企画展「宙（ソラ）のかけらたち―詩人・宗左近展―」
戸畑生まれの詩人・宗左近の生涯と文業を、資料を通じて紹介します。　　障 10/25㈯～12/14㈰ 一般 ￥200

中高生 ￥100　小学生 ￥50

北九州市立文学館
093(571)1505

交
流
ス
テ
ー
ジ

文学講座（詩人・宗左近について）
【講師】①稲田大貴（文学館学芸員） ②加藤邦彦（梅光学院大学准教授） ③春野修二（美術家）　障

①15㈯
13:30

一般 ￥200
中高生 ￥100　小学生 ￥50②22㈯
※要電話申込③12/6㈯

三浦雅士さん講演会
詩人・宗左近について文芸評論家・三浦雅士さんが講演します。 29㈯ 13:30

一般 ￥200
中高生 ￥100　小学生 ￥50
※要電話申込

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

開館16周年記念特別企画展
伯爵夫人ミツコ 激動のヨーロッパに咲いた華 ――松本清張「暗い血の旋舞」　 障 8/1㈮～11/3㈪㈷

常設展示観覧料に含む
大人 ￥500

中高生 ￥300　小学生 ￥200
松本清張記念館
093(582)2761

北九州市立松本清張記念館 「西小倉駅」徒歩5分　 「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　□休年末
□所小倉北区城内2-3　□℡093（582）2761　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
大
画
廊

小
画
廊 波濤の会 12㈬～18㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊・小画廊
093(522)2521

大
画
廊

内田百音　外務大臣賞受賞記念展 5㈬～11㈫ 無　料
埴のうつわ　松元洋一展 19㈬～25㈫ 無　料
第5回　伊熊義和　油絵展 11/26㈬～12/2㈫ 無　料

小
画
廊

「心暖まる愛とユーモアの世界」　グラハム・クラーク版画展 5㈬～11㈫ 無　料
第7回　篠崎榮子個展　「草花のささやき」 19㈬～25㈫ 無　料
ヨーロッパアンティーク名窯展 11/26㈬～12/2㈫ 無　料

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　□休不定休
□所小倉北区船場町1-1　□℡093（522）3111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多
目
的

ホ
ー
ル

水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」 5㈬ 14:00 無　料 水環境館
093(551)3011水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」 19㈬ 14:00 無　料

「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　□休年末年始
□所小倉北区船場町1-2　□℡093（551）3011　□時10:00～19:00水環境館小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

小倉南区文化祭　音楽会 16㈰ 11:00 無　料 小倉南音楽連盟
080(4287)9652

展
示

コ
ー
ナ
ー

第13回九州刻字展 11㈫～
16㈰

9:00～
17:00

無　料 九州刻字研究会
093(961)3491【赤星】※11㈫は13:00から、16㈰は15:00まで

小倉南生涯学習センター （モノレール）「北方駅」徒歩12分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉南区若園5-1-5　□℡093（931）1286　□時9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分小倉

南

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
天
守
閣

前
広
場

第43回小倉城菊花展
大輪、懸崖、盆栽等　約1000鉢を展示します。 1㈯～16㈰ 無　料 小倉城

093(561)1210

小倉城 □所小倉北区城内2-1　□℡093(561)1210　□時9:00～17:00（4月～10月は18:00まで)入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　□休耐震補強工事のため12/13㈯まで休館

小倉
北

若松市民会館 「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所若松区本町3-13-1　□℡093（771）8131　□時9:00～22:00若松

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

若松区小学校連合音楽会　合唱・合奏　（区内小学生） 4㈫ 13:30 無　料 若松区小学校文化連盟（花房小学校）
093(791)05445㈬

若松区文化祭　日本舞踊の会　日本舞踊 23㈰ 12:00 ¥1000 若松区文化協会
093(761)5321

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
ギ
ャ
ラ
リ
ー

Miyako Sakasegawa　ステンドグラスアート＆ガラスの器　ガラス　フュージング展
ガラスデザインの器、ガラスフュージングの作品　展示・販売 14㈮～16㈰ 無　料 旧百三十銀行ギャラリー

093(661)9130

JR:「八幡駅」徒歩5分　□休年末年始
□所八幡東区西本町1-20-2　□℡093(661)9130　□時10:00～18:00北九州市立旧百三十銀行ギャラリー八幡

東

12



※10月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

11 月

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

いのちのたび・イノベーションギャラリー共同展示
「メタルズ！～変容する金属の美～」
古代から現代にいたる様々な金属造形、工芸品を展示し、金属の魅力を探る　　 障

11/1㈯～12/23㈫㈷

大人 ￥800
高大生 ￥500　小中生 ￥300

いのちのたび博物館
093（681）1011

※会場：いのちのたび博物館
　　　 北九州イノベーションギャラリー
※博物館常設展は別途料金が必要
※博物館常設展とのセット券あり

「けもの」の毛と骨の観察
いろいろな「けもの」（哺乳類）の毛を実体顕微鏡で観察し、頭の骨も比較する 16㈰ 13:00

無　料
※対象：小学生以上
※要申込　※小学生は保護者同伴

ジオ・ツアー「学芸員とめぐる北九州周辺の化石産地と代表的地層！」
北九州市内の代表的な化石の産地と地層を学芸員と楽しく巡る 24㈪（振）

大人 ￥2000
中学生 ￥1600　小学生 ￥1000

（保険料込）
※対象：小学生以上
※要申込(小学生は保護者の参加が必要)

□休年末年始、6月下旬頃（約1週間）　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分　
□所八幡東区東田2-4-1　□℡093（681）1011　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
会
議
場 サイエンスショー　「電気や磁石を利用した実験」 2㈰ 14:30 無　料

児童文化科学館
093(671)4566

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月と秋の星空を望遠鏡で観察します。　　　　　　障 8㈯ 19:00～

20:30

大人 ￥100
中高生 ￥70　小学生 ￥50
※中学生以下は保護者同伴
※先着150名、10/25㈯電話受付開始

「市立児童文化科学館前」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所八幡東区桃園3-1-5　□℡093（671）4566　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）北九州市立児童文化科学館八幡

東

現代美術センター CCA北九州 「八幡駅」徒歩8分　□休展覧会によります
□所八幡東区尾倉2-6-1-3F　□℡093(663)1615　□時10:00～17:00（展覧会開催時のみ）八幡

東

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

キム・スンファン展
詳細はお問合せください

11/10㈪～12/5㈮
(日・祝は休み) 無　料

現代美術センター CCA北九州
093(663)1615市民美術大学 美術講座（後期）　「国際文化交流機関の活動」

① スウェーデン大使館　② オランダ王国大使館　③ アンスティチュ・フランセ九州

①1㈯
15:00 各回１人 ￥500②8㈯

③15㈯ ※要事前申込

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

八幡東区・西区秋季総合文化祭　箏・三絃・尺八による秋の祭典 2㈰ 12:00 無　料 八幡東・西三曲協会
093(617)2249【眞鍋】

第61回　八幡東西区中学校連合音楽会 6㈭ 13:00 無　料 北九州市立中央中学校
093（662)2190【岩本】

丸岡有子バレエ・モダンダンススタジオ発表会 vol.14 9㈰ 14:00 ￥1500 丸岡有子バレエ・モダンダンススタジオ
093(621)5531【丸岡】※当日￥500増

秋の文化祭　八幡日本舞踊協会公演 16㈰ 11:00 ￥3000
（前売・当日共）

藤間胡豊
093(631)1623

（公財）日本民謡協会　民謡民舞福岡県北部連合大会 23㈰ 9:30 無　料 （公財）日本民謡協会福岡県北部連合委員会
093(861)2673【橋本】

美
術
展
示
室

第49回　八幡美術公募展
洋画・日本画・染色・版画他　約160点 2㈰～9㈰ 10:00～17:00

無　料 八幡東・西文化連盟
093(612)2152【寺﨑】※9㈰は16:00まで

北九州美術家連盟　秋の合同小品展
洋画・水彩画・版画他　約250点 16㈰～22㈯ 10:00～17:00

無　料 北九州美術家連盟
093(651)6206【古川】※22㈯は16:00まで

八幡市民会館 「八幡駅」徒歩7分　 「八幡駅入口第一」徒歩5分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所八幡東区尾倉2-6-5　□℡093（671）6061　□時9:00～22:00八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
イ
ベ
ン
ト

ひ
ろ
ば

文化の日　むかしあそび体験
めんこやこま、お手玉など昔からあるおもちゃで楽しむことができます 3㈪㈷ 13:00～

15:00 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555

「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎バスセンター」徒歩1分　□休11/5㈬、19㈬
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　□℡093(642)5555　□時10:00～19:00北九州市立子どもの館八幡

西

「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分　
□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）

□所八幡東区東田2-2-11　□℡093（663)5411　□時平日9:00～19:00、土日祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

いのちのたび・イノベーションギャラリー共同展示
「メタルズ！～変容する金属の美～」
古代から現代にいたる様々な金属造形、工芸品を展示し、金属の魅力を探る　 障

11/1㈯～12/23㈫㈷
※期間中休館なし、全日17:00まで

大人 ￥800
高大生 ￥500　小中生 ￥300

北九州イノベーションギャラリー
093(663)5411

※会場：北九州イノベーションギャラリー
　　　 いのちのたび博物館

工
房

「メタルズ」関連ワークショップ ～私だけの印鑑づくり
スズ合金の鋳造体験について、芦屋釜の里職員が手ほどきします。 1㈯ 10:00/11:00 ￥500

14:00/15:00 ※対象：小学生以上　※要申込

「メタルズ」関連ワークショップ ～七宝焼き体験
九州工業大学マテリアル学科の皆さんと一緒に楽しく体験します。 29㈯

10:00/11:00 ￥500
13:00/14:00 ※対象：小学生以上　※要申込

本
館
他

「メタルズ」関連ワークショップ ～東田たたらプロジェクト2014（市民たたら）
古代製鉄法による鉄素材（ケラ）作りの操業を、小学生親子に実際に体験いただきます。 30㈰ 8:00～

16:00

無　料
※会場：本館および東田第一
　高炉史跡広場
※対象：小学４～６年生親子　※要申込

11 かるかる  2014.November



11 月

※10月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こ
や
の
せ
座

こやのせ座　落語会
林家きく麿師匠による落語会 1㈯ 13:00

　　　一般 ￥500
中学生以下 ￥200

未就学児無料

長崎街道木屋瀬宿記念館
093(619)1149

人権コンサート　inこやのせ 15㈯ 14:00 無　料 木屋瀬地域交流センター
093(617)7980

□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
□所八幡西区木屋瀬3-16-26　□℡093（619）1149　□時9:00～17:30　 「筑前植木駅」徒歩15分

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

今川和夫　油絵展 4㈫～9㈰ 無　料

093(643)5268
備前焼 高原武 作陶展 11㈫～16㈰ 無　料

吉例こっとう展 18㈫～23㈰ 無　料

谷口靖　絵画展 25㈫～30㈰ 無　料

黒崎井筒屋 「黒崎駅」徒歩7分　□休不定休
□所八幡西区黒崎1-1-1　□℡093（643）5111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場八幡

西

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 「黒崎駅」徒歩1分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　□℡093（644）5206　□時9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる八幡

西

会場 イベント 期間・時間 入　場　料 問合せ先

展
示
室
全

ひとみらい交流ウィーク　ひとみらいプレイス利用団体の活動発表 5㈬～11㈫
9:00～19:00

無　料 北九州ひとみらいプレイス事務局
093(641)9360【松浦】※11㈫は16:00まで

東北震災復興支援パネル写真展　写真 13㈭
10:00～17:00 無　料

浄土真宗本願寺派福岡教区
東筑組仏教婦人会部門
093(691)2415【安武】

花　一期一会　フラワーアレンジメント 15㈯・16㈰
10:00～18:00

一般 ￥500 マナコフラワーアカデミーすえひろ花笑み会
093(612)3500【末広】※16㈰は17:00まで

展
示
室
１

第2回毛筆巻紙の絵てがみ展と色紙展　絵手紙　色紙 10/28日㈫～11/2㈰
10:00～17:00

無　料 西日本墨技学院
093(871)0220【清原】※2㈰は15:00まで

ハワイアンキルト展
キルト作品、タペストリー、クッション、バック

18㈫～22㈯
9:00～18:00

無　料 コットンピアス
093(643)5690【浜田】※22㈯は16:00まで

UFO・ミステリーサークルパネル展講演会　パネル　講演 23㈰
10:00～16:00 無　料 ＪＲＭ福岡

080(5888)3137【宮原】

雅流會　八幡ペン書道会　第38回ペン字展覧会　書 25㈫～30㈰
9:00～17:00 無　料 雅流會　八幡ペン書道会

093(621)1669【守田】

郡司島玲子作陶展　工芸 25㈫～30㈰
10:00～17:00

無　料 郡司島　玲子
093(691)1843※30㈰は16:00まで

展
示
室
２

みんなの書作展　書 10/29㈬～11/3㈪㈷
10:00～18:00

無　料 みんなの書作展
090(2088)9969【楠元】※3㈪㈷は16:00まで

「アトリエ游」絵画展　洋画 17㈪～23㈰
10:00～17:00 無　料 アトリエ游

093(661)5496【荒木】

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
コムシティ、八幡西図書館・黒崎ひびしんホール及び商店街エリア
ひとみらい交流ウィーク
コムシティで講演会や文化祭を開催。期間中、黒崎こども商店街や雑貨市も開催します。

5㈬～11㈫ 無　料 北九州ひとみらいプレイス事務局
093(641)9360【松浦】

八幡西生涯学習総合センター 「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎IC」約6分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3　□℡093(641)9360　□時9:00～22:00八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

徳久ヴァイオリンスクール合奏発表会 3㈪㈷ 14:00 無　料 徳久ヴァイオリンスクール
093(641)3830

北九州交響吹奏楽団　第54回定期演奏会 16㈰ 15:00 ￥800 北九州交響吹奏楽団事務局
090(7984)2709【山本】※当日￥200増　※高校生以下無料

心を歌い夢をつぐむ　～シャンソンコーラス～ 30㈰ 15:00 無　料 ル ボワ・シャンソン
093(618)5819

中
ホ
ー
ル

大人の女性のためコンサートvol.Ⅱ　～タンゴの新しい風～
マリーナ・セドロ初来日ライブコンサート

8㈯ 19:00 一般 ￥3500　友の会 ￥3000
　　　　　高校生以下 ￥2500 黒崎ひびしんホール

093(621)45669㈰ 14:00 ※全席自由

九州工業大学男声合唱団メンネルコール第68回定期演奏会 15㈯ 15:00 無　料 九州工業大学男声合唱団メンネルコール
090(3410)3574【高木】

第16回ショパン国際コンクール　in　ASIA　北九州大会 16㈰ 11:00 一般 ￥1000
  学生 ￥500

㈲アイエムシー音楽出版教育事業部
03(3401)9765

第1回八幡南高校ＯＢ・ＯＧ吹奏楽団定期演奏会 29㈯ 14:00 無　料 八幡南高校OB・OG吹奏楽団
090(8760)6241【西村】

エル・コラソン　フラメンコ発表会 30㈰ 14:30 ￥1000 エル・コラソン
093(741)5075

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

「黒崎駅」徒歩5分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　□休年末年始

□所八幡西区岸の浦2-1-1　□℡093（621）4566　□時9:00～22:00八幡
西
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※10月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

11 月

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

戸畑区文化祭　合同いけばな展
池坊　専心池坊　小原流　日本華道　春日流

2㈰ 9:00～
17:00

無　料 戸畑区役所コミュニティ支援課
093(871)1501【山崎】3㈪㈷ ※3㈪㈷は16:00まで

竹内新聞舗110周年記念　山本作兵衛炭坑画と戸畑の古写真展
炭坑画30点　写真20枚 16㈰～23㈰ 10:00～17:00

無　料 ㈲竹内新聞舗
093(871)2029【竹内】※16㈰は12:00から、23㈰は16:00まで

※17㈪は休館

戸畑光影会　会員展　写真展 27㈭～30㈰ 10:00～17:00
無　料 戸畑光影会

093(652)0593【荒木】※30㈰は16:00まで

戸畑生涯学習センター 「戸畑駅」徒歩3分　 「浅生市場前」徒歩1分　□休月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始
□所戸畑区中本町7-20　□℡093(882)4281　□時9:00～22:00戸畑

「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　□休年末年始
□所戸畑区汐井町1-6　□℡093（871）7200　□時9:00～22:00戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

三代目「桂春蝶独演会」　～伝統芸能・落語に学ぶ～
演目は「山内一豊と千代」「ちりとてちん」「一文笛」を予定 1㈯ 14:00 無　料 一般財団法人北九州市教職員互助会

093(941)5897【中山】※全席自由

綾の会　琴演奏会 3㈪㈷ 13:30 ￥1500 綾の会
090(3604)5908【西】

戸畑区中学校　連合音楽会
大谷中・高生中・飛幡中・中原中の代表生徒による発表会です。 6㈭ 13:30 無　料 北九州市立大谷中学校

093(881)5767【皿本】
平成26年度戸畑区文化祭　邦舞の会
松島・天の橋立・楠公・吉野山・近江のお兼・お光狂乱ほか　19番 9㈰ 10:30 ￥4000 戸畑区日本舞踊協会

093(871)1467【藤間】

モンゴル児童保護施設「太陽の子どもたち」夢コンサート 22㈯ 18:00 一般 ￥2000　小人 ￥1000 NGOしらゆり会ハミングバーズ
090(7153)2724【宮地】※一般のみ当日￥500増

第52回北九州演奏家グループ「虹の会」定期演奏会
ピアノソロ　連弾　サン・サーンス動物の謝肉祭　ソプラノオペラアリア等　三善 晃 23㈰ 14:30 一人券 ￥1000

二人券 ￥1500
北九州演奏家グループ「虹の会」
093(691)9568【田村】

北九州市立戸畑高等専修学校　学習発表会　第25回ファッションショー
テーマ　夢現～希望に満ちた未来へ～ 30㈰ 10:00 無　料 北九州市立戸畑高等専修学校

093(871)4794【野口】

中
ホ
ー
ル

諏訪まりかピアノ教室　ピアノコンサート
生徒たちによるピアノコンサート。バイオリンとフルートの演奏もあります。 1㈯ 14:00 無　料 諏訪まりかピアノ教室

090(5930)0771【諏訪】
戸畑三曲協会文化祭
筝、尺八、三絃による「まりと殿様」ほか童曲、日本古謡等懐かしい曲をお聴きください。 3㈪㈷ 11:00 無　料 戸畑三曲協会

093(881)3531【重谷】

松本紀生アラスカフォトライブ 7㈮ 18:30 ￥1000 アラスカフォトライブ実行委員会
050(5891)9155【高浪】※対象：小学生以上

平成26年度戸畑区文化祭　第65回戸畑吟詠・剣詩舞大会 9㈰ 9:30 無　料 戸畑吟詠剣詩舞連盟
093(882)2909【北島】

ウェルとばた秋まつり　スペシャルウェルカムコンサート
～魅惑の弦の調べ～　出演：モンレーヴストリングカルテット　他 21㈮ 18:30 一般 ￥1200　小中高生 ￥600 ウェルとばた総合案内

093(871)7200【筬島】※当日一般￥300増、小中高生￥200円増

第3回ピアノ発表会
生徒・ゲストによるソロ・トリオ（ピアノ・バイオリン・チェロ）演奏 23㈰ 14:00 無　料 美智子ピアノ教室実行事務局

090(2769)9442【松信】

ヤマハピアノ教室発表会 24㈪（振） 14:00 無　料 福崎幸子
090(2629)6477

ちょっとおしゃれなコンサートvol.15～チャリティ～
星乃けいを迎え、スタンダードから映画音楽までジャズの魅力あふれる内容 29㈯ 14:00 無　料 一般財団法人北九州市教職員互助会

093(941)5897【中山】※要座席指定券

English　Festival 30㈰
10:30 無　料 セイハ英語学院

080(4819)9924【井上】14:00 ※開演時間は変更される場合がありますので、
　詳細はお問い合わせください。

交
流

プ
ラ
ザ

ウェルカムコンサート
出演バンド　LPS（Light music Players Staff) 13㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093(871)7200【筬島】

「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　□休 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 180台
□所戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　□℡093（882）7777　□時9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
示
室

開館40周年記念　丘の上のタカラ箱
コレクション形成の過程をたどりながら、40年間を振り返る　　　　　　障 7/19㈯～11/3㈪㈷ 一般 ￥600

高大生 ￥400　小中生 ￥200

北九州市立美術館本館
093(882)7777

企
画
展
示
室
・

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第70回県展
日本画・洋画・彫刻・書・写真・工芸・デザインの7部門を展示。　　　　　　  障 18㈫～24㈪（振） 一般 ￥300

高大生 ￥200　小中生 ￥100
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室 コレクション展Ⅱ　特集　浮世絵にみる忠臣蔵と歌舞伎　障 11/15㈯～2/8㈰ 一般 ￥150

高大生 ￥100　小中生 ￥50

本
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

ミュージアムコンサート　響ホール室内合奏団（弦楽） 2㈰ 11：00～
12:00 無　料

ミュージアムコンサート　あまのゆうじ・羽田野 美穂（フルート・ピアノ） 23㈰ 11：00～
12:00 無　料

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

戸畑区美術展　絵画・彫刻 工芸 デザイン・書・写真 10/28㈫～11/3㈪㈷ 無　料 戸畑区美術協会
093(881)5867【高戸】

白の會展　洋画、水彩画、墨彩画、布絵など 5㈬～9㈰ 無　料 白の會
093(321)3651【岡部】

第42回北九州平和美術展　洋画、日本画、彫刻、工芸、書、写真など 11㈫～16㈰ 無　料 第42回北九州平和美術展実行委員会
093(652)6719【松永】

フォトモンタージュ幻想～リルスキー絵島作品展　写真 26㈬～30㈰ 無　料 江島　弘恭
090(8398)8764

北九州市立美術館本館戸畑
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課

０
９
３（
５
６
２
）
３
６
１
１

■
子
供
ゑ
び
す
ま
つ
り

12
月
６
日
（
土
）
〜
７
日
（
日
）。

北
九
州
市
立
長
崎
街
道
木
屋
瀬
宿
記

念
館
付
近
（
八
幡
西
区
木
屋
瀬
／
須

賀
神
社
一
帯
）。
江
戸
の
雰
囲
気
を

色
濃
く
残
し
、
ま
る
で
町
全
体
が
歴

史
資
料
館
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
木

屋
瀬
の
町
並
み
。
そ
の
木
屋
瀬
で

は
、
地
域
の
小
学
４
年
生
の
男
の
子

を
「
頭か
し
ら」

と
呼
び
祝
い
、
若
衆
の
仲

間
入
り
を
す
る
儀
式
が
今
も
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
冬
の
寒
い
時
期
に

元
気
な
子
供
達
が
「
笹さ
さ

山や
ま

」
と
い
う

「
山
笠
」
を
引
く
お
祭
り
で
す
。

北
九
州
市
立
長
崎
街
道
木
屋
瀬
宿
記

念
館

０
９
３
（
６
１
９
）
１
１
４
９

■
ク
リ
ス
マ
ス
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ

ン
サ
ー
ト

12
月
12
日
（
金
）
午
後
２
時
開
場
、

同
２
時
30
分
開
演
。
ア
ル
モ
ニ
ー
サ

ン
ク
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小

倉
北
区
大
手
町
）。
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
を
中
心
に
、
未
就
学
児
も
、
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
響
に
親
し
ん
で
も

ら
え
ま
す
。
出
演
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
稲
穂
美
奈
子
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
松

川
久
美
子
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

大
人
（
中
学
生
以
上
）
７
０
０
円
、

子
ど
も
（
４
歳
〜
小
学
生
）
４
０
０

円
、
親
子
ペ
ア
（
大
人
＋
子
ど
も
）

１
０
０
０
円
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

０
９
３
（
５
９
２
）
５
４
０
５

■
齋
藤
秀
雄
メ
モ
リ
ア
ル

４
人
の
ト
ッ
プ
・
チ
ェ
リ
ス
ト
に
よ

る
〝
チ
ェ
ロ
の
饗
宴
〞

12
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）。
出
演
は
堤
剛
、
山
崎
伸
子
、

秋
津
智ち
し
ょ
う承

、
辻
本
玲
。
Ｊ
・
Ｓ
バ
ッ

ハ
「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」、
４
人
の
作
曲

家
に
よ
る
新
曲
の
世
界
初
演
な
ど
。

全
席
指
定
。
入
場
料
、
一
般
５
０
０

０
円
、
友
の
会
４
５
０
０
円
、
高
校

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

生
以
下
４
０
０
０
円
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■coba tour  2015
cobacabada

１
月
31
日（
土
）
午
後
４
時
30
分
開

場
、
同
５
時
開
演
。
戸
畑
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル（
戸
畑
区
汐
井
町
／
ウ
ェ

ル
と
ば
た
内
）。
火
を
噴
く
よ
う
な

驚
愕
の「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」。
情
熱
的

な
サ
ウ
ン
ド
と
力
強
く
も
繊
細
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
五
感
で
お
楽
し
み

コンサートチラシ

CulCul の主な設置場所
市内 JR駅、市民会館、市民セ
ンター、生涯学習センター、
図書館、市内体育施設、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど

堤剛　©鍋島徳恭

※
催
し
は
内
容
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
必
ず
各
問
合
せ
先
又
は
各
施
設

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

2014 年 11 月号
表紙イメージ
「堅さの中にも、やわらかさ」

北九州市芸術文化情報誌「CulCul」・「かるかる」　　　　　　　　
■発行日／ 2014.11.1　　■発　行／北九州市　　■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課
〒805-0019 北九州市八幡東区中央二丁目 1-1-7F   TEL:093-662-3012　FAX:093-662-3016　北九州市印刷物登録番号 第1408001A号
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「
46
歳
は
、
女
性
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
」
と
、
ど
こ
か
で
読
ん
だ

気
が
し
ま
す
。
そ
れ
を
意
識
し
た
訳

で
は
な
く
、
結
果
的
に
そ
う
な
っ
た

の
で
す
が
。

　

10
数
年
間
、
私
は
「
大
手
町
練
習

場
」
を
お
借
り
し
、
レ
ッ
ス
ン
を
続

け
て
き
ま
し
た
。素
晴
ら
し
い
環
境
、

素
晴
ら
し
い
ス
タ
ッ
フ
。
ピ
ア
ノ
の

あ
る
部
屋
を
す
べ
て
終
日
借
り
切
っ

て
の
勉
強
会
や
弾
き
あ
い
会
。
本
当

に
理
想
的
な
環
境
で
し
た
。
私
も
子

供
達
も
い
っ
ぱ
い
成
長
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
そ
こ
で
練
習
す
る

と
「
響
き
が
作
れ
る
」
よ
う
に
な
り

ま
す
。「
自
分
の
音
が
聴
け
る
」
よ

う
に
な
り
ま
す
。「
ホ
ー
ル
で
弾
く

事
が
怖
く
な
く
な
り
ま
す
」。

　

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ジ
オ

は
、
や
は
り
み
ん
な
が
利
用
し
た

い
。
利
用
者
が
増
え
、
予
約
を
取
る

の
が
少
し
ず
つ
難
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
長
年
温
め
て
い
た
計

画
を
実
行
し
、
自
宅
の
一
画
に
レ
ッ

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

ス
ン
室
を
作
る
事
に
（
本
当
は
、
全

寮
制
の
音
楽
学
校
を
作
り
た
い
の
で

す
が
、
そ
ん
な
経
済
力
は
私
に
は
無

か
っ
た
で
す
）。
こ
れ
か
ら
は
、
24

時
間
３
６
５
日
レ
ッ
ス
ン
が
出
来
ま

す
！

　

来
月
47
歳
に
な
り
ま
す
。
子
供
達

の
更
な
る
成
長
の
為
に
、
私
も
日
々

努
力
を
し
、
残
り
の
人
生
を
バ
ラ
色

レ
ッ
ス
ン
漬
け
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、「
大
手
町
練
習
場
」

は
こ
れ
か
ら
も
利
用
し
ま
す
よ
！
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埋蔵文
化
財

hiroba 宇　野　愼　敏

遺跡からのメッセージ
（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

Masatoshi Uno

　

対
岸
に
若
松
区
の
久
岐
の
浜
を
望

む
戸
畑
区
の
牧
山
に
は
、
直
径
10

メ
ー
ト
ル
前
後
の
小
さ
な
円
墳
が
30

基
ほ
ど
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
牧
山
の
頂
上
部
に
浄
水
池
を
造

る
際
に
多
く
の
古
墳
が
壊
さ
れ
、
現

在
は
西
裾
部
に
２
基
の
古
墳
を
残
す

の
み
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
採
集
さ
れ
た
遺
物
は
、

階
段
東
側
の
３
号
墳
か
ら
鏡
と
共
に

丁ち
ょ
う
じ字

頭が
し
ら

の※
１

碧へ
き

玉ぎ
ょ
く

製※
２

勾ま
が
た
ま玉

が
あ
り
ま

す
。
鏡
の
鏡
き
ょ
う

式し
き

は
不
明
で
す
が
、
勾

玉
は
長
さ
40
ミ
リ
、
幅
22
ミ
リ
、
厚

さ
12
ミ
リ
で
尾
尻
が
細
く
尖と
が

り
気
味

で
す
。
こ
の
勾
玉
は
Ｃ
字
形
で
は
な

く
コ
ン
マ
形
に
近
い
形
態
か
ら
４
世

紀
後
半
か
ら
５
世
紀
初
頭
頃
の
古
い

様
相
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ

れ
ば
同
じ
３
号
墳
か
ら
出
土
し
た
と

さ
れ
る
鏡
は
小
型
倭
製
鏡
の
一
種
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
に
丁
字

頭
勾
玉
や
小
型
倭
製
鏡
を
所
有
す
る

の
浜
と
は
距
離
に
し
て
約
７
０
０

メ
ー
ト
ル
の
、
洞
海
湾
入
口
部
に
所

在
し
、
最
も
狭
ま
っ
た
海
を
眼
下
に

臨
む
丘
陵
上
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と

で
、
防
御
上
、
最
も
重
要
な
位
置
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
特
徴
を
合
わ
せ
考
え

る
と
『
日
本
書
紀
』
仲
ち
ゅ
う

哀あ
い

天
皇
８
年

の
神じ
ん

功ぐ
う

皇
后
記
事
が
思
い
だ
さ
れ
ま

す
。
朝
鮮
出
兵
時
に
洞
く
き
の

海う
み

を
訪
れ
、

魚う
お

池い
け

、
鳥と

り

池い
け

を
作
っ
た
こ
と
な
ど
神

功
皇
后
伝
説
が
洞
海
湾
沿
岸
に
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
参
考
と
な
る
の
が
洞
海

湾
最
奥
部
南
岸
に
位
置
す
る
諏
訪
遺

跡
で
す
。
こ
こ
か
ら
５
世
紀
前
半
〜

中
頃
の
伽か

耶や

系
陶
質
土
器
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
牧

山
古
墳
群
の
被
葬
者
は
、
５
世
紀
頃

に
は
朝
鮮
出
兵
に
際
し
、
ヤ
マ
ト
政

権
の
出
兵
兵
士
を
の
せ
た
船
団
の
水

先
案
内
、
も
し
く
は
出
兵
に
関
わ
っ

た
人
た
ち
の
古
墳
で
あ
っ
た
可
能
性

が
強
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

牧
山
古
墳
群
は
、
そ
う
し
た
わ
が

国
の
古
代
史
を
裏
付
け
る
重
要
な
古

墳
群
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

永
く
残
し
て
い
く
べ
き
遺
跡
の
一
つ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「洞海湾の海の豪族」

被
葬
者
は
奈
良
・
佐
紀
古
墳
群
や
瀬

戸
内
海
沿
岸
部
の
古
墳
か
ら
考
え

て
、
ヤ
マ
ト
王
権
と
か
な
り
密
接
な

関
係
を
持
ち
得
た
豪
族
と
考
え
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

現
在
保
存
さ
れ
て
い
る
４
、
５
号

墳
は
、
丘
陵
西
側
裾
部
の
標
高
12

メ
ー
ト
ル
前
後
に
築
か
れ
て
い
ま

す
。
４
号
墳
（
現
１
号
墳
）
は
直
径

９
メ
ー
ト
ル
前
後
の
小
型
円
墳
で
単

室
の
横
穴
式
石
室
で
す
。
出
土
遺
物

は
鉄て
つ

鏃ぞ
く

11
本

※
３

、
鉄
刀
、
耳
環わ

、
ガ
ラ

ス
玉
、
碧
玉
製
管く
だ

玉た
ま

で※
４

す
。
５
号
墳

（
現
２
号
墳
）
も
単
室
の
横
穴
式
石

室
で
す
。
出
土
遺
物
は
断
面
楕
円
形

の
耳
環
１
個
が
あ
り
ま
す
。
４
号
墳

は
玄げ
ん

室し
つ

が※
５

方
形
プ
ラ
ン※

６

と
考
え
ら

れ
、
６
世
紀
末
〜
７
世
紀
前
半
頃
に

推
定
さ
れ
ま
す
。
５
号
墳
は
や
や
長

方
形
気
味
の
玄
室
プ
ラ
ン
と
考
え
ら

れ
、
鏡
石
が
一
石
で
あ
る
こ
と
や
出

土
し
た
耳
環
も
断
面
だ
円
形
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
４
号
墳
と
５
号
墳
の

間
の
周
溝
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
も
４
、
５
号
墳
と
も
に
ほ
ぼ

近
い
時
期
に
築
造
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

こ
の
牧
山
古
墳
群
は
二
つ
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
一
般
的
に

７
世
紀
前
後
に
は
武
器
の
副
葬
が
極

め
て
少
量
と
な
る
の
に
対
し
て
４
号

墳
の
鉄
鏃
は
少
な
く
と
も
11
本
以
上

出
土
し
て
お
り
、
一
般
的
な
鉄
鏃
の

数
本
が
セ
ッ
ト
で
あ
る
も
の
に
比
べ

る
と
多
い
と
言
え
ま
す
。

　

二
つ
目
は
対
岸
の
若
松
区
の
久
岐

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
１
月
号
で
す
】

牧山の古墳（２号墳全景）

出土した武器

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・北九州市立埋蔵文化財センター（小倉北区金田1の1の3　093（582）0941）
北九州市を掘る（78）　埋蔵文化財速報展『竪穴住居のくらし―上徳力遺跡第26地点の調査―』
古墳時代の竪穴住居の台所から出土した土師器や須恵器60点を展示　常設展もあり。
【開催期間】12月21日（日）まで
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）休館
【入館料】無料

・黒崎歴史ふれあい館（八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ１F）
常設展開催中
常設展『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』、『シュガーロード・発掘物語』
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※年中無休
【入館料】無料

※
１　

灯
心
の
燃
え
さ
し
の
頭
に
で
き
る
、
チ
ョ
ウ
ジ

の
実
の
よ
う
な
丸
い
か
た
ま
り

※
２　

酸
化
鉄
な
ど
の
不
純
物
を
含
み
、
不
透
明
で
色

の
つ
い
た
塊
状
の
石
英

※
３　

鉄
製
の
や
じ
り

※
４　

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
用
い
ら
れ

た
装
飾
用
の
玉
の
一
種

※
５　

古
墳
時
代
の
横
穴
式
石
室
な
ど
の
棺
を
納
め
る

部
屋

※
６　

四
角
形
の
平
面
図

装身具
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大人気漫画　初の大規模作品展

「宇宙兄弟展」

漫画
hiroba石　井　　　茜

北九州市漫画ミュージアム　学芸員
漫画と北九州

Akane Ishii

　

２
０
０
８
年
に
雑
誌
「
モ
ー
ニ
ン

グ
」
に
て
連
載
が
始
ま
り
、
11
年
に

は
小
学
館
漫
画
賞
、
講
談
社
漫
画
賞

を
受
賞
、
累
計
発
行
部
数
が
１
４
０

０
万
部
を
超
え
る
な
ど
注
目
を
集
め

て
き
た
小
山
宙
哉
の
『
宇
宙
兄
弟
』。

実
写
映
画
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
、
そ
し
て

ア
ニ
メ
映
画
と
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク

ス
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
作
品
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
『
宇
宙
兄
弟
』
の
、

初
の
大
規
模
作
品
展
と
な
る
「
宇
宙

兄
弟
展
」
が
、
11
月
15
日
（
土
）
に

開
幕
し
ま
す
。

　

ま
ず
『
宇
宙
兄
弟
』
の
物
語
に
つ

い
て
、
少
し
だ
け
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

　

Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目
撃
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
共
に
宇
宙
へ
行
く
事
を
目

指
そ
う
と
約
束
し
た
南な
ん

波ば

兄
弟
。
そ

の
19
年
後
、
弟
の
日ひ

び々

人と

は
見
事
に

宇
宙
飛
行
士
と
な
り
夢
を
叶
え
、
月

へ
行
く
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
抜
て
き
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
一
方
、
兄
の
六む
っ
た太

は

弟
を
悪
く
言
っ
た
上
司
に
頭
突
き

し
、
会
社
を
ク
ビ
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
体
た
ら
く
。
心
の
奥
底
で
は

「
宇
宙
へ
行
く
」
と
い
う
夢
を
持
ち

続
け
て
い
た
六
太
で
し
た
が
、「
自

分
に
は
無
理
だ
」「
叶
わ
な
い
夢
は

追
わ
ず
、
現
実
を
生
き
て
い
か
な
け

れ
ば
」
と
、
自
身
の
思
い
を
封
印
し

た
ま
ま
再
就
職
活
動
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
、
突
然
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ※

か
ら
新
規
宇
宙
飛
行
士
選
抜
試
験
の

書
類
選
考
結
果
が
届
き
ま
す
。
結
果

は
合
格
。
六
太
は
日
々
人
に
背
中
を

押
さ
れ
、
幼
い
頃
の
夢
に
30
歳
を
超

え
て
か
ら
挑
戦
す
る
事
に
。
選
抜
試

験
を
受
験
し
て
い
く
中
で
、
自
分
の

宇
宙
に
対
す
る
強
い
思
い
を
再
確
認

す
る
六
太
。
受
験
生
の
仲
間
た
ち
と

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
宇
宙
飛
行
士

と
い
う
夢
へ
邁ま
い

進し
ん

し
て
い
き
ま
す
。

　
『
宇
宙
兄
弟
』
が
な
ぜ
国
民
的
な

人
気
作
品
と
な
っ
た
か
考
え
る
と
、

そ
の
要
因
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま

す
が
、
人
物
と
夢
の
描
き
方
が
非
常

に
魅
力
的
と
い
う
事
が
ま
ず
挙
げ
ら

れ
ま
す
。「
宇
宙
へ
行
く
」
と
い
う

Information
「宇宙兄弟展」
【開催期間】2014年11月15日（土）～15年１月25日（日）
【場所】
北九州市漫画ミュージアム企画展示室（あるあるCity5階）
【開館時間】
午前11時～午後7時（入館は午後６時30分まで）
【休館日】
火曜日（12月23日は開館、12月24日は振替休館）
【入館料】
一般800円　中高生400円　小学生200円
〈常設展とのセット券〉
一般1000円　中高生500円　小学生250円
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
、
し
か
し
た
だ

願
っ
て
い
る
だ
け
で
は
届
か
な
い
大

き
な
夢
。
そ
の
大
き
な
夢
に
、
時
に

く
じ
け
、
時
に
迷
い
つ
つ
も
確
か
な

足
取
り
で
一
歩
ず
つ
近
づ
い
て
い
く

等
身
大
の
主
人
公
・
六
太
は
、
子
供

か
ら
見
て
も
大
人
か
ら
見
て
も
勇
気

を
与
え
て
く
れ
る
存
在
で
す
。
ま
た

彼
を
支
え
る
人
々
や
、
共
に
切
磋
琢

磨
し
て
い
く
仲
間
た
ち
と
の
交
流
も

重
要
な
要
素
で
す
。
彼
ら
も
そ
れ
ぞ

れ
が
夢
や
目
標
を
持
っ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
や
思
想
の
も
と
行
動

す
る
自
立
し
た
個
人
。
南
波
兄
弟
は

周
囲
の
人
々
か
ら
影
響
を
受
け
て
成

長
す
る
し
、
南
波
兄
弟
も
彼
ら
に
影

響
を
与
え
る
と
い
う
、
そ
の
姿
が
丁

寧
に
描
か
れ
る
の
も
『
宇
宙
兄
弟
』

の
特
徴
と
い
え
ま
す
。
ま
た
随
所
に

登
場
す
る
脱
力
系
の
コ
メ
デ
ィ
ー

シ
ー
ン
、
南
波
両
親
を
は
じ
め
と
す

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
滑
稽
さ
も
魅
力

の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
う
い
っ
た
笑
え

て
温
か
く
、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
描

写
が
読
者
の
共
感
を
呼
び
、
現
在
の

人
気
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
「
宇
宙
兄
弟
展
」
で
は
、
南
波
兄

弟
の
宇
宙
へ
の
歩
み
や
周
囲
の
人
々

と
の
絆
を
、
約
２
０
０
枚
の
直
筆
原

稿
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
「
展
覧

会
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
宇
宙
に

興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
小
山
の
意
向
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
関
連
資
料
や
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
所
有
の

宇
宙
関
連
資
料
も
展
示
し
ま
す
。
作

品
と
宇
宙
の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
お
伝
え
す
る
こ
の
展
覧
会
、
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

©小山宙哉／講談社

©小山宙哉／講談社

※　

独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
。
宇
宙

航
空
分
野
の
基
礎
研
究
か
ら
開
発
・
利
用
に
至
る

ま
で
一
貫
し
て
行
う
機
関
。
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美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

ア
ー
ト
な
映
画
特
集

彫
り
に
さ
れ
ま
す
。
市
立
美
術
館
に

は
ピ
カ
ソ
の
『
ボ
ラ
ー
ル
の
た
め
の

連
作
集
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

◯
『
バ
ス
キ
ア
』

　
　

96
年
／
米　

監
督
：
ジ
ュ
リ
ア

ン
・
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル

◯
『
バ
ス
キ
ア
の
す
べ
て
』

　
　

10
年
／
米　

監
督
：
タ
ム
ラ
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス

　

80
年
代
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍

し
、
27
歳
で
早
世
し
た
グ
ラ
フ
ィ

テ
ィ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ジ
ャ
ン
・

ミ
シ
ェ
ル
・
バ
ス
キ
ア
（
１
９
６
０

〜
88
）
を
め
ぐ
る
映
画
２
編
。
前
者

は
先
輩
格
に
当
た
る
美
術
家
ジ
ュ
リ

ア
ン
・
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
（
１
９
５
１

〜
）
に
よ
る
伝
記
映
画
、
後
者
は
親

友
の
タ
ム
ラ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
よ
る

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
若
く
し
て
成
功
し
た
美
術
家
の
栄

光
と
苦
悩
と
が
描
き
出
さ
れ
ま
す
。

今
年
６
月
に
は
市
立
美
術
館
所
蔵
の

《
消
防
士
》
を
題
材
に
、
北
九
州
芸

術
劇
場
と
市
立
美
術
館
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

演
劇
が
制
作
公
演
さ
れ
話
題
と
な
り

ま
し
た
。

◯
『
死
な
な
い
子
供
、
荒
川
修
作
』

　
　

10
年
／
日　

監
督
：
山
岡
信
貴

　

巨
大
な
円
筒
建
造
物
《
遍
在
の

場
・
奈
義
の
龍
安
寺
・
建
築
す
る
身

体
》（
94
年
／
奈
義
町
現
代
美
術

館
・
岡
山
）、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
《
養

老
天
命
反
転
地
》（
95
年
・
岐
阜
）、

住
宅
《
三
鷹
天
命
反
転
住
宅
》（
05

年
・
東
京
）
な
ど
で
知
ら
れ
る
美
術

家
・
荒
川
修
作
（
１
９
３
６
〜
２
０

１
０
）
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
。
荒
川
は
美
術
作
品
を
「
見
せ

る
」
だ
け
で
な
く
、「
体
験
さ
せ
る
」

こ
と
に
よ
っ
て
人
々
の
思
想
を
揺
さ

ぶ
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
身
体
の
潜
在

能
力
を
引
き
出
す
こ
と
で
人
間
の
創

造
性
を
拡
張
し
よ
う
と
試
み
た
荒
川

の
思
想
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
市

立
美
術
館
に
は
荒
川
の
初
期
の
版
画

シ
リ
ー
ズ
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

◯
『
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
＆
ボ
ク
サ
ー
』

　
　

13
年
／
米　

監
督
：
ザ
ッ
カ

リ
ー
・
ハ
イ
ン
ザ
ー
リ
ン
グ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
40
年
に
な
る

美
術
家
・
篠
原
有
司
男
（
１
９
３
２

〜
）、
通
称
ギ
ュ
ウ
ち
ゃ
ん
と
そ
の

妻
で
あ
り
画
家
で
あ
る
篠
原
乃
り

子
、
二
人
の
波
乱
に
満
ち
た
日
常
を

追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
。

表
現
者
ど
う
し
の
支
え
合
い
や
葛
藤

の
様
子
が
描
き
出
さ
れ
ま
す
。
ボ
ク

シ
ン
グ
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
知
ら

れ
る
ギ
ュ
ウ
ち
ゃ
ん
、
市
内
で
見
ら

れ
る
作
品
と
し
て
は
八
幡
東
区
・
高

炉
台
公
園
の
巨
大
な
バ
イ
ク
彫
刻

《
兎
と
蛙
の
乗
っ
た
ケ
ン
タ
ウ
ル
ス

鉄
鋼
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
》（
93
年
）

が
あ
り
ま
す
。

◯
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』

　
　

06
年
／
日　

監
督
：
中
田
英
夫

◯
『
図
書
館
戦
争
』

　
　

13
年
／
日　

監
督
：
佐
藤
信
介

　

番
外
編
と
し
て
、
映
画
の
ス
ト
ー

リ
ー
と
美
術
作
品
と
は
直
接
の
関
わ

り
は
な
い
も
の
の
、
北
九
州
市
立
美

術
館
を
ロ
ケ
地
と
し
て
撮
影
さ
れ
た

映
画
２
編
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

身
近
な
場
所
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
を

見
て
い
る
と
日
常
と
非
日
常
と
が
混

じ
り
合
う
不
思
議
な
鑑
賞
体
験
が
で

き
ま
す
よ
。

　

芸
術
の
秋
。
今
月
号
は
美
術
家
を

テ
ー
マ
と
し
て
制
作
さ
れ
た
映
画
の

中
か
ら
、
北
九
州
市
立
美
術
館
に
作

品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
美
術
家
お
よ

び
北
九
州
市
内
で
作
品
を
見
る
事
が

で
き
る
美
術
家
が
登
場
す
る
映
画
に

絞
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
ア
ー
ト
に
関

す
る
映
画
を
見
な
が
ら
秋
の
夜
長
を

ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

◯
『
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
・
ピ
カ
ソ 

天

才
の
秘
密
』

　
　

１
９
５
７
年
／
仏　

監
督
：
ア

ン
リ
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ク
ル
ー
ゾ
ー

◯
『
ピ
カ
ソ
―
マ
ジ
ッ
ク
、
セ
ッ
ク

ス
、
デ
ス
』

　
　

２
０
０
６
年
／
英
・
西※

　

言
わ
ず
と
知
れ
た
20
世
紀
の
巨
匠

パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
（
１
８
８
１
〜
１

９
７
３
）
を
め
ぐ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
２
編
。
前
者
は
ピ
カ
ソ
が
ア
ト

リ
エ
で
作
品
を
仕
上
げ
る
様
子
が
生

き
生
き
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
目

の
前
で
作
品
が
み
る
み
る
と
仕
上

が
っ
て
い
く
様
子
は
そ
れ
だ
け
で
も

見
て
い
て
ス
リ
リ
ン
グ
で
す
。
後
者

は
ピ
カ
ソ
の
芸
術
性
、
女
性
関
係
、

人
生
が
関
係
者
の
証
言
と
共
に
浮
き

映画『デスノート』『図書館戦争』のロケの舞台となった北九州市立美術館・
本館（戸畑区西鞘ヶ谷町）

映画『キューティー＆ボクサー』の主人公、篠原有司男が北九州市で 93 年
に制作した作品《兎と蛙の乗ったケンタウルス鉄鋼モーターサイクル》（八
幡東区高炉台公園）。※映画と本作とは直接の関わりはありません

※　

西
班
牙
／
ス
ペ
イ
ン
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す
。
59
年
に
は
第
一
評
論
集
『
芸
術

の
條
件
』（
昭
森
社
）
を
刊
行
し
ま

し
た
。
宗
の
美
術
へ
の
関
心
は
、
初

め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
前
衛
芸
術
に
あ
り

ま
し
た
が
、
縄
文
の
文
化
、
芸
術
に

傾
倒
し
は
じ
め
る
こ
ろ
か
ら
、
日
本

の
美
意
識
に
そ
の
興
味
関
心
は
移
っ

て
い
き
ま
す
。
縄
文
土
器
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
焼
物
や
書
、
絵
画
、
生

け
花
、
作
庭
な
ど
幅
広
く
論
じ
、『
伏

流
水
日
本
美
』
や
『
日
本
の
美　

そ

の
夢
と
祈
り
』（
日
本
経
済
新
聞
社

04
年
５
月
）
な
ど
の
著
書
を
刊
行
し

ま
し
た
。
縄
文
の
心
が
日
本
人
の
美

意
識
に
伏
流
水
の
よ
う
に
底
流
し
て

い
る
と
宗
は
考
え
て
い
た
の
で
す
。

　

宗
の
美
術
評
論
は
、
自
己
と
事
物

と
の
対
話
で
す
。
事
物
を
前
に
受
け

た
感
動
を
、「
そ
の
ま
ま
」
言
葉
に

表
そ
う
と
し
ま
す
。
宗
は
こ
う
言
い

ま
す
。「
美
術
評
論
と
い
う
か
た
ち

を
か
り
て
、
私
は
詩
を
か
い
て
い
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
」。
詩
と
美
術

評
論
は
ジ
ャ
ン
ル
で
く
く
れ
ば
別
の

も
の
で
す
が
、
宗
に
と
っ
て
そ
の
在

り
方
は
、
同
じ
根
を
持
っ
て
い
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
宗
は
翻
訳
も
手
が
け
ま
し

た
。
旧
制
一
高
で
は
フ
ラ
ン
ス
語

を
第
一
外
国
語
と
す
る
ク
ラ
ス
に

入
り
、
東
京
帝
大
哲
学
科
を
卒
業
後

は
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
専
攻
の
大
学
院

に
進
み
、都
立
女
子
専
門
学
校
（
現
・

首
都
大
学
東
京
）、
法
政
大
学
で
フ

ラ
ン
ス
語
の
教
員
と
し
て
勤
め
ま
し

た
。
経
歴
上
、宗
が
フ
ラ
ン
ス
文
学
、

フ
ラ
ン
ス
語
文
献
の
翻
訳
を
行
う
こ

と
は
、
極
め
て
自
然
の
成
り
行
き
で

し
た
。
初
め
て
手
が
け
た
翻
訳
は
ア

ラ
ン
の
『
音
楽
家
訪
問
』（
ダ
ヴ
ィ
ッ

ド
社
53
年
10
月
）
で
す
。
こ
の
後
、

56
年
に
は
師
の
一
人
で
あ
る
川
口
篤

と
の
共
訳
で
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
『
ナ

ナ
』
を
翻
訳
刊
行
（
下
巻
は
59
年
）、

の
ち
、新
潮
社
の
『
世
界
文
学
全
集
』

に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ
や
モ
ー

パ
ッ
サ
ン
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
な
ど
の

作
品
や
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
な
ど
の
思

想
家
の
著
作
、
児
童
文
学
書
な
ど
の

翻
訳
も
手
が
け
ま
し
た
。

　

宗
の
翻
訳
は
、
今
日
で
も
広
く
読

ま
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
書
店
や
図
書
館
で
、
宗
左
近
あ

る
い
は
本
名
の
古
賀
照
一
訳
を
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

宗
左
近
は
詩
の
ほ
か
に
も
小
説
、

文
芸
や
美
術
の
評
論
、
翻
訳
、
合
唱

曲
や
校
歌
の
作
詞
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
を
手
が
け
ま
し
た
。
今
回
は
本

展
の
ご
案
内
と
し
て
、
特
に
美
術
評

論
と
翻
訳
の
仕
事
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

旧
制
第
一
高
等
学
校
（
現
在
の
東

京
大
学
）
在
学
時
に
、
友
人
の
峰
岸

啓
三
に
誘
わ
れ
美
術
の
展
覧
会
に
出

か
け
る
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
美

術
雑
誌
に
載
る
絵
画
の
写
真
を
見
て

心
躍
ら
せ
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
た

だ
、
評
論
を
書
く
事
と
鑑
賞
と
は
別

の
こ
と
で
し
た
。

　

宗
が
美
術
評
論
を
は
じ
め
た
き
っ

か
け
は
、
美
術
雑
誌
「
み
づ
ゑ
」
の

編
集
長
で
、
宗
も
参
加
し
て
い
た
詩

誌
「
歴
程
」
同
人
で
も
あ
っ
た
詩
人
・

山
本
太
郎
や
「
芸
術
新
潮
」
編
集
長

の
山
崎
省
三
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
宗
は
自
身
が
参

加
し
て
い
た
雑
誌「
同
時
代
」や「
歴

程
」
の
仲
間
た
ち
に
、
美
術
に
対
す

る「
目
と
心
を
開
か
れ
て
い
っ
た
」と

当
時
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
美
術
評
論
は
『
サ
ル
ト

ル
の
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
の
絵
画
論
』

（「
美
術
批
評
」
１
９
５
４
年
11
月
）、

『
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
の
絵
』（「
美
術

手
帖
」
54
年
12
月
）
だ
と
思
わ
れ
ま

文芸
hiroba 稲　田　大　貴

北九州市立文学館　学芸員
Daiki Inada

ようこそ文学館へ

宙ソ
ラ

の
か
け
ら
た
ち
―
詩
人
・
宗
左
近
展
―　
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宗
左
近
の
仕
事
―
美
術
評
論
と
翻
訳
―

【開催期間】
2014年10月25日（土）～12月14日（日）
※月曜日休館。11月3日、24日（月・祝）は開館、
　翌日休館。
※10月25日（土）の展示室入場は10時30分以降
【観覧料】
大人200円　中高生100円　小学生50円
【開館時間】
午前9時30分～午後6時（入館は午後5時30分まで）
【お問合せ】
北九州市立文学館　093（571）1505

Information 宗左近
詩人・美術評論家・仏文学者。本名・
古
こ

賀
が

照
てる

一
いち

。1919 年５月１日、北九州・
戸畑の牧山峠に生まれる。東京帝国大
学哲学科卒業。法政大学で教壇に立ち
ながら詩作を行い、67 年、第三詩集
『炎

も

える母』で第六回藤村記念歴程賞を
受賞。その他100冊に及ぶ著書がある。
02年、北九州市民文化賞を受賞。04年、
チカダ賞（スウェーデン）を受賞。05
年には日本現代詩人会より「先達詩人」
の顕彰を受ける。06年６月20日逝去。

『芸術の條件』
（昭森社　59年12月）

『伏流水日本美』
（スカイドア　94年７月）

エミール・ゾラ『ナナ』
（新潮社　上巻：56年５月　下巻：59年12月）

ロラン・バルト『エッフェル塔』翻訳原稿
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演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

「Y_ukio suzuki」公演写真（ラトビア）

「6-dim+」メンバー

　

２
０
０
９
年
の
開
館
以
来
、
街
と

劇
的
な
物
を
繋
ぐ
存
在
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た

「
枝
光
本
町
商
店
街
ア
イ
ア
ン
シ
ア

タ
ー
」
が
、
10
月
10
日
〜
12
日
、

『
え
だ
み
つ
ま
ち
な
か
芸
術
祭
』
を

開
催
し
た
。

　

参
加
団
体
は「
す
ん
ぷ
ち
ょ
」（
仙

台
）、「
短
距
離
男
道
ミ
サ
イ
ル
」（
仙

台
）、「D
デ
ィ
ビ
エ
イ
ト
 
ド
ッ
ト
 
コ
ー

EV
IA
T
E.C
O

」（
東
京
）、

「Baobab
」（
東
京
）、「Y

ユ

キ

オ

_ukio 
s

ス

ズ

キ

uzuki

」（
東
京
）、「6

ロ
ク
デ
ィ
ム

-dim

＋
」（
東

京
）の
６
団
体
。
ど
の
団
体
も
、
国
内

外
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で「
人
と
触
れ

合
う
」作
品
創
り
を
し
て
き
た
団
体
だ
。

　

こ
の
６
団
体
の
公
演
す
べ
て
が
、

枝
光
の
街
の
中
で
行
わ
れ
る
〝
野
外

公
演
〞
で
あ
る
と
こ
ろ
が
、
流さ
す
が石

ア

イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
の
企
画
、
と
い
う

と
こ
ろ
か
。
上
演
時
間
も
、
昼
間
、

夕
方
、
夜
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
時
間

帯
に
よ
っ
て
変
わ
る
街
の
姿
を
借
景

と
し
て
展
開
さ
れ
る
演
劇
空
間
が
、

非
常
に
興
味
深
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　

他
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ヨ
ガ
や
身

体
表
現
の
指
導
者
、
マ
タ
ン
・

シ
ェ
ー
カ
ー
の
『
ボ
デ
ィ
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
も

行
わ
れ
た
。
彼
も
ま
た
、
作
品
創
り

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
土
地
や
人
と
触
れ
合
っ
た

体
験
を
持
つ
。
実
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

は
斬
新
な
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン

ス
の
カ
ン
パ
ニ
ー
が
数
多
く
存
在
し
、

現
在
、
世
界
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い

る
場
所
だ
。
日
本
国
内
で
も
貴
重
な

〝
世
界
の
動
き
〞
を
感
じ
ら
れ
る
機

会
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
他
に
も
『
枝

光
キ
ッ
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
と
銘

打
っ
た
北
九
州
の
〝
物
作
り
〞
ク
リ

エ
ー
タ
ー
と
、
子
ど
も
達
が
タ
ッ
グ

を
組
み
、
古
着
を
リ
メ
イ
ク
し
て
、

街
中
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行

う
と
い
っ
た
企
画
も
含
ま
れ
て
お
り
、

ま
さ
に 

〝
ま
ち
な
か
〞
を
よ
く
知
っ

て
い
る
劇
場
が
企
画
し
た
芸
術
祭
と

な
っ
て
い
た
。

　

さ
て
、
参
加
団
体
の
中
で
も
、
今

後
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、「6-

dim
＋
」
だ
。

　

２
０
１
０
年
の
結
成
以
来
、
東
京
、

愛
知
、
大
阪
、
三
重
、
福
岡
、
新
潟
、

福
島
な
ど
、
80
を
超
え
る
公
演
、
20

近
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
き

た
即
興
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
だ
。

２
０
１
４
年
春
に
は
、
マ
ジ
シ
ャ
ン

の
パ
ル
ト
小
石
と
、
落
語
家
の
柳
家

花
緑
と
共
に
、
新
た
な
形
で
の
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
挑
戦
す
る
な

ど
、
常
に
前
進
を
続
け
て
い
る
。

　

彼
ら
の
ス
テ
ー
ジ
を
観
に
行
く
と
、

観
客
は
、
開
演
前
に
、
小
さ
な
紙
を

渡
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
大
人
に

な
っ
た
貴
方
に
子
ど
も
時
代
の
貴
方

か
ら
一
言
」
や
「
一
度
は
行
っ
て
み

た
い
場
所
」
な
ど
を
書
き
込
む
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
る
と
、
メ
ン

バ
ー
は
、
ラ
ン
ダ
ム
に
そ
の
紙
を
引

き
、
書
い
て
あ
る
言
葉
を
タ
イ
ト
ル

に
し
た
り
、
台
詞
に
し
た
り
し
な
が

ら
シ
ー
ン
を
創
っ
て
い
く
。〝
即
興
〞

な
の
で
、
事
前
に
ネ
タ
を
練
る
事
も

で
き
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
同
士
の
打
ち
合
わ
せ
も
全
く
な

い
。
物
語
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、

ど
こ
で
自
分
が
書
い
た
言
葉
が
使
わ

れ
る
か
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
待
つ

の
も
ま
た
一
興
だ
。

　
「6-dim

＋
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
こ
の
瞬
間
を
一
緒
に
笑
お
う
。」
だ
。

観
客
の
心
を
掴
み
、
笑
わ
せ
る
事
に

関
し
て
は
、
彼
ら
は
他
の
即
興
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
に
比
べ
て
群
を
抜
い
て

秀
で
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
と
思
う
。

た
だ
、
そ
れ
だ
け
に
、
単
な
る
一
過

性
の
コ
メ
デ
ィ
シ
ョ
ー
で
は
な
く
、

人
間
の
気
持
ち
の
摩
擦
に
迫
る
〝
演

劇
的
な
〞
瞬
間
を
作
り
だ
す
こ
と
も

追
求
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
、
と
も
思

う
。

　

今
後
、〝
即
興
〞
が
演
劇
の
ジ
ャ

ン
ル
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
く
の
か
、

彼
ら
の
動
き
と
合
わ
せ
て
注
目
し
て

い
き
た
い
。

『
え
だ
み
つ
ま
ち
な
か
芸
術
祭
』
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協
力
を
得
て
、
古
代
か
ら
現
代
に
至

る
さ
ま
ざ
ま
な
金
属
造
形
、
金
属
工

芸
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
・
美
術
館
が
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
を
越
え
て
連
携
す
る
と
い
う
従

来
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
画
期

的
な
企
画
で
あ
り
、
美
術
界
、
産
業

界
に
対
す
る
明
日
へ
の
提
言
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
今
回
北
九
州
会
場
で
は
初
め

て
の
試
み
と
し
て
、
い
の
ち
の
た
び

博
物
館
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
２
会
場
で
共
同
展
示
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
主
に
音
の
世
界
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
展
示
を
し
て

い
ま
す
。

○
主
な
展
示
品

①
鈴
木
長
吉
作　

十
二
の
鷹
No
５

（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
）
明
治

26
年
シ
カ
ゴ
万
博
出
品

②
国
宝
二
条
城
二
の
丸
御
殿
釘く
ぎ

隠い
ん

（
黒
書
院
）
慶
長
７
〜
８
年

③
復
元
模
造
・
三
角
縁
神
獣
鏡
（
愛

知
県
犬
山
市
東
之
宮
古
墳
出
土
）

―
今
年
春
に
話
題
に
な
っ
た
魔
鏡

現
象
が
見
ら
れ
る
青
銅
鏡

④
金き
ん

銀ぎ
ん

鍍と
す
か
し
ぼ
り

透
彫
華け

籠こ

（
福
岡
市
美
術

館
）
伝
来
し
た
滋
賀
・
神
照
寺
所

蔵
品
は
国
宝

・
中
原
悌
二
郎
作　

若
き
カ
フ
カ
ス

人
（
国
立
大
学
法
人
新
潟
大
学
）

・
明
珍
宗
理
作　

火
箸
風
鈴
、
チ
タ

ン
製
お
り
ん

　

な
ど
約
１
２
０
点

　

本
特
別
展
で
は
、
古
代
に
お
け
る

金
属
造
形
技
術
の
玄
関
口
で
あ
り
近

代
製
鉄
の
中
心
で
あ
っ
た
北
九
州
地

域
。
日
本
最
大
の
金
銀
山
を
有
し
、

現
代
金
属
産
業
を
リ
ー
ド
す
る
新
潟

県
。
伝
統
的
な
鋳
物
産
業
か
ら
端
を

発
し
、
現
在
も
自
動
車
部
品
な
ど
の

も
の
づ
く
り
が
盛
ん
な
愛
知
県
西
三

河
地
域
。
17
世
紀
初
頭
の
開か
い
ち
ょ
う

町
以
来

の
鋳
物
の
歴
史
を
有
し
、
今
な
お
仏

具
、
花
瓶
、
置
物
な
ど
の
銅
器
の
全

国
シ
ェ
ア
９
割
を
誇
る
富
山
県
高
岡

市
な
ど
金
属
に
ゆ
か
り
の
深
い
地
域

の
博
物
館
・
美
術
館
４
館
が
連
携
・

企
画
し
た
特
別
展
で
す
。

　

京
都
国
立
博
物
館
や
東
京
芸
術
大

学
な
ど
各
地
の
美
術
館
・
博
物
館
の

○
２
５
０
０
年
あ
ま
り
の
日
本
人
と

の
係
わ
り

　

日
本
人
が
青
銅
器
や
鉄
、
金
な
ど

の
金
属
に
初
め
て
接
し
た
の
は
弥
生

時
代
で
し
た
。
当
初
は
武
器
や
農

具
、
工
具
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
道

具
と
し
て
製
作
・
使
用
さ
れ
ま
し
た

が
、
や
が
て
工
芸
品
と
し
て
造
形
美

を
極
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

素
材
は
造
形
の
重
要
な
要
素
で

す
。
金
属
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
日

本
で
も
古
代
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
造
形

を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
金
属
の

源
は
地
球
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

地
球
か
ら
金
属
を
採
り
出
す
技
術
の

変
遷
の
中
で
、
扱
え
る
金
属
も
変
化

し
て
き
ま
し
た
。

②国宝二条城二の丸御殿釘隠（黒書院）慶長７～８年

④金銀鍍透彫華籠 (滋賀県神照寺伝来 )鎌倉時代・
福岡市美術館

③復元模造・三角縁二神二獣鏡 (犬山市東之宮古墳 )

①鈴木長吉・十二の鷹　No５(東京国立近代美術館 )

19

北九州市立いのちのたび博物館

【会期】
11月１日(土)～12月23日(火・祝)
【会場】
いのちのたび博物館ギャラリー館・
北九州イノベーションギャラリー
【入場料】
大人　800円(640円)
高大生500円(400円)
小中生300円(240円)
※いのちのたび、イノベーション共通、
（　）内は団体料金
いのちのたび博物館の常設展とのセット
券あり

Information

メタルズ～変容する金属の美～
 東田地区２館共同展示

松　井　和　幸学芸員 Kazuyuki Matsui
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